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『ゲオーポニカ（第 3書）』翻訳と注釈（3）

伊　藤　　　正 *

（2010年 10月 26日　受理）

Translation and Commentary on ΓΕΩΠΟΝΙΚΑ（Geoponica）Ⅲ

ITO Tadashi

解題
　本書は農事と暦に関する内容である。

　暦について。ラテン語の月名がギリシア語で表記されている。月は 12ヶ月。＇Ιαννουαρίοϛ（1月）

からδεκεμβρίοϛ（12月）まで。特徴的な点はει’δοίの使用である。ει’δοίはラテン語の idusに由

来する。ローマの暦では 3月、5月、7月および 10月の第 15日目の日を idusと称し、その他の 8ヶ

月ではその第 13日目の日を idusと称した。本書では idusを起点にしてそこから遡って何日目と

いった具合に日を指定している。また、月齢、すなわち月の満ち欠けの度合いによって日数を示

す方法（Ⅲ.2.3;5.8）や「月が合の中にまた大地の下にあるとき」（1.2;15.3）といった表現も見ら

れる。その他に季節を示す言葉として、春・秋・冬の語が存在する。秋と春はそれぞれ形容詞形

μετοπωρινóϛ, ε’αρινóϛ（13.7;14）で現われる。冬は名詞形 χειμών（13.8）が用いられている。また､

「（春・秋）分ι’σημερία」（3.2;13.2）の記載がある。本書では数箇所（13.2;7;13.10）農事の時期

を恒星の運行によって表わしているところがある。言及される恒星は、プレーイアデスπληϊάδεϛ、

セイリオスσείριοϛ（シリウス）およびステパノスστέφανοϛである。本書は 15章から成る。7-9

章を除く各章（1-6章と 10-15章）に各月に行なわれる農事が纏めて記されている。

　植物について。本書に現われる植物は樹木、穀類および豆類など 58種類。すなわち、ブドウ、

オリーブ、モモ、スモモ、アンズ、アーモンド、サクランボ、リンゴ、ナシ、ザクロ、ギンバ

イカ、イチジク、シトロン（果樹）。ソラマメ、ラテュロス、ヤハズエンドウ、レンズマメ（豆

類）。コムギ、三ヶ月コムギ、白
シ タ ニ オ ン

コムギ、黒コムギ、アレクサンドレイア種コムギ、一
テ ィ ペ

粒コムギ、

エンマーコムギ、キビ、オリュラ、オオムギ、レプティティデス（穀類）。クリ、クルミ、ヤナ

ギ、プラタナス、ニレ、楡
プテレアー

、白
レウケー

楊、マンナトネリコ、マツ、モミ（樹木）。ムラサキウマゴヤシ、

エ
キュテ ィ ソ ス

ニシダ、アシ、シロバナルピナス、ギョウギシバ、ハネガヤ、イバラ、オシダ、スゲ、イグサ

（牧草）。ゴマ、タ
カンナビス

イマ、ウスベニタチアオイ、不
アマラントン

凋花、セロリ、ドクニンジン、セイヨウカボチャ、
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アスパラガス（野菜）。バラ、ユリ（花）。ブドウにはいわゆるブ
ア ン ペ ロ ス

ドウの木の他にツ
ア ナ デ ン ド ラ ス

ルブドウの木

と地
カミティス

を這うブ
ア ン ペ ロ ス

ドウの木がある。

　農具について。農具については多くの知見を得ることはできない。 犂
アロトゥロス

は「短い」「小さい」

といった形状を示す形容詞および「深く掘ることができる」といった機能を示す形容詞をとも

なって現われる。犂は、言うまでもなく、土地を耕すのに用いられる農具。同じく耕作用の農具

として鶴
ディケッラ

嘴がある。もう一つ、鉄
シデーロス

と呼ばれる鋭利な 鎌
ドゥレパノン

がある。ブドウの木の剪定などさまざ

まな用途に用いられる。

　農地について。果
パラデイソイ

樹園に植えられるのはオリーブの木、アーモンドの木、サクランボの木お

よびすべての実をつける樹木、また楡
プテレアー

、白
レウケー

楊、マンナトネリコ、マツおよびモミの木である。

庭
ケーポイ

園にはセロリ、不
アマラントン

凋花およびウスベニタチアオイを植樹することができる。さらに適
オイケイオイ

した場
トポ イ

所

にゴマ、一
テ ィ ペ

粒コムギ、エンマーコムギ、キビ、およびタ
カンナビオン

イマが播かれる。また、オ
エ ラ イ オ ー ン

リーブ園も存

在した。耕地は、土壌の質の違いにも関わらず、一律にγη～と表現されている。一度だけ牧草地

χορτοκόπιονという表現が現われる。

　穀物栽培と果樹栽培について。穀物はコ
シ ー ト ス

ムギとオ
ク リ テ ー

オムギに大別される。両者を比較した場合、

コムギの方が品種も多く、その栽培において優位を占めていた可能性が高い。穀物栽培と果樹栽

培を比較した場合、果樹栽培にウエイトが置かれているように思われる。果樹栽培、とりわけブ

ドウ・オリーブ栽培の場合、実（種）を播くことによる増殖はしばしば樹木を野生形態に戻すが

ゆえに行なわれなかった。果樹栽培において「植樹するφυτεύω」という動詞が一般に用いられ

ているが、その意味するところは「切り枝」の挿し木、取り木、接ぎ木および芽接ぎ法による植

樹なのである。特筆すべきは、φυτώριονへの言及である。この語は Gp.が初出で、ラテン語の

seminariumを示すために用いられている。Seminariumは nursery of young treesの意味である。つ

まり、「切り枝」は根付くまで数年間φυτώριονで育成され、その後元の土壌に移植される。果樹

栽培、とりわけブドウ栽培における主要な農作業は剪定と木の根元の掘り返しである。剪定お

よび木の根元の掘り返しを表わす語は本書中に複数見受けられる。剪定については、κλαδεία , 

κλαδεύω , καθαίρω , ε’κτέμνω , α’ποτέμνω、木の根元の掘り返しについては、σκάπτω , σκάφοϛ, 

περισκάπτω , ε’πισκάπτωといった語が用いられている。但し、このような用語の違いが農作業

上の相違を反映しているのか否か判然としない。穀物栽培の場合、播種による増殖が基本である。

播種の時期は 2・3月､ 7月および 10月である｡ 2・3月のみは何を播くかが記されている（Gp. 

2.4; 3.11-12)が、あとの二つの時期については、それが記されていない。しかし 10月には「播種

の多くが始まる（Gp. 10.9）」と述べられているので、この時期が播種にとって重要な時期の一つ

であったことは確かである。テオプラストス（『植物誌』第 8巻第 1章）は、三つの播種期を言

及している。最初の時期はプレーイアデスの沈む頃であり、第 2の時期は冬至のあとで春が始ま

る頃、そして第 3の時期はいわゆる夏である。このうち、最初の時期は本書の播種期の 10月に

当たり、第 2の時期は 2・3月に当たる。つまり、10月には冬作物の、2・3月には春作物の播種
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が行なわれた。穀物栽培における主要な農作業は休閑地の犂返しと緑肥のための鋤き込みであ

る。耕地は冬作地、春作地および休閑地に分けられており、三圃式輪作が行なわれていたものと

推定される。冬作地にはたくさんの品種が栽培されているが、12月に播かれるソラマメを除いて、

品種名は挙げられていない。一方、春作地では、2月に三ヶ月コムギ、ゴマおよびタ
カンナビス

イマ、3月

に白
シ タ ニ オ ン

コムギ、 黒
メラナテール

コムギ、アレクサンドリーノスと呼ばれる長コムギ、レプティティデスと呼ば

れるオオムギ、さらにゴマ、一粒コムギ、エンマーコムギ、キビ、およびタ
カンナビオン

イマが播かれる。休

閑地は数回犂返される他、シロバナルピナスが緑肥として用いられている。

『ゲオーポニカ』第 3書

各月に行なわれる農事がこの書、つまり『農事に関する選集』の 3書に含まれる。

第 1章　 日
エピーメリス

誌、および毎月どんな仕事をなすべきか。バローン 1とキュンティリオイ兄弟2

の著作より抜粋。1月3に。
　1． 1月にツ

ア ナ デ ン ド ラ ス

ルブドウの木 4 を剪定しなければならない、早朝と午後の遅い時間を避けて。2．

同じ月に建築用のまた仕事に使う道具用の木材を伐採5しなければならない、月が合6の中にま

た大地の下にあるときに。というのは月の光は木々をより柔らかくするから。で、その時伐採さ

れた木々は腐ることがない。3．同じ月に果樹に肥しを施さなければならない、で、肥しが根に

触れないように。4．同じ月にあなたは接ぎ木をするでしょう、最初に開花する樹木に、たとえ

ばモモ、スモモ、アンズ、アーモンド、サクランボ。5．同じ月に地
カミティス

を這うブ
ア ン ペ ロ ス

ドウの木を剪定し

なければならない、最も鋭い鎌で、晴れた日と時間を観察して。6．ブ
ア ン ペ ロ ス

ドウの木、および残りの

樹木を植樹すべし、1月の 13日7から場所の適性が植えられたものを受け入れるまで。7．同月に

種を蒔いてはならない、というのは湿っていて重い土地は、霧が立ち込めているし、また悪しく

梳かれた羊毛に似ているから。8．ムラサキウマゴヤシ 8に肥しを施すこと、緑のキュティソス9

を刈り取ること。9．乾燥したまた軽いまた白いまた小丘に富む、地味の痩せたまた砂地の土地を、

 1 　 古代ローマの農家ウァッロ（M. Terentius Varro, 前 116～前 27年）。農書 Res rusticaeを著した。
 2 　 Sex. Quintilius Condianusと Sex. Q. Valerius Maximusの兄弟。両者はギリシア語で農業に関する著作 Georgicaを
著した。Commodus帝と同時代人。同帝の怒りに触れて 183年に殺害された。cf. R. Hanslik, ‘Quinctilius＇, RE 24, 
984-87, Nrn. 22 und 27.

 3 　 古代ローマ暦の 1月は現行暦では 1月 14日から 2月 13日に当たる。
 4 　 ツルで別の樹にはい上がるタイプのブドウ。cf. CP 2.18.2; 3.10.8; Dem. 53.15.
 5 　 建築用、造船用および道具用の木材の伐採については、Op. 420; 807参照。なお、ヘシオドスでは伐採の時期
は 9月下旬となっている。

 6 　 原語は σύνοδοϛ。月に基づく暦については、Gp. 1.1.6参照。
 7 　 原語は ει’δοί。ラテン語の idusに由来。ローマの暦では 3月、5月、7月および 10月の第 15日目の日を idusと称し、
その他の 8ヶ月ではその第 13日目の日を idusと称した。1月の 13日目は現行暦では 28日に当たる。

 8 　 原語は Μηδική。メーディア草。cf. Arist. HA 522b28; Thphr. HP 8.7.7.
 9 　 Cf. Thphr. HP 8.16.5. マメ科エニシダ属 cytisusの低木の総称。エニシダ。
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根と低木の草
ポア

で満たされた土地を、10月に粉砕してはならない、今、肥しを施す前に短い犂で

耕作すべし、そして直ちに肥しを施すべし。10．塩分を含んだ土地を小さな犂で耕すべし、ソラ

マメの殻を撒くべし、もしなければ、コムギおよびオオムギの籾殻を。

第 2章　2月 10に
　1． 2月にわれわれは 2・3年生の根を持つブドウを苗床から移し替える、1年生のものはだめ、

というのはかなり虚弱だから。移植はまたたくさんの果実を生み出しまたよいブドウ酒を作る。

2．その月にわれわれはア
カラモス

シを植える、発芽が始まる前に。3．その月に、またブドウの木を、ま

たすべての樹木を、またバラを、またユリを植えなければならない、月が満ちてゆくとき。4．

同じ月に三ヶ月コムギ11、ゴマおよびタ
カンナビス

イマ 12の種を蒔くべし。また、ムラサキウマゴヤシの種

を蒔くことになっている土地を、今耕作すべし二度目を。

第 3章　3月13に
　1． 3月に接ぎ木用の若

クレーマ

枝14を採取しよう、そしてブドウとその他の樹木の接ぎ木そのものを

行なおう｡ 2．この月にアシが植えられるべきである15、春分の前に｡ 3．この月に治療を要する

オリーブの樹を治療しよう。4．この月にアーモンドの樹の根に豚の糞を施肥しよう。それが苦

い実を甘く、より大きくかつ柔らかいものにする、アリストテレス16が言っているように。で、

テオプラストスは根に尿を注ぎかけると言っている｡ 5．この月にすべての樹木とクリの木を 釘
パッサロス

（杭）法17で植えよう、とりわけより寒いまたより湿った場所18に。6．この月にブドウの木と残

りの樹木の周りの掘り返し19をしなければならない。周りの掘り返しがなされた樹木は多くの

よい実を結ぶ｡ 7．この月に 3年生のブドウの木の新芽を摘み取る20こと、まだ芽が柔らかい時

に。で、ある人々は手で新芽を摘み取る、というのは昔の人々は 3年までブドウの木に鉄
シデーロス

21を

10　 現行暦では 2月 14日から 3月 13日に当たる。
11　 三ヶ月で成熟する春蒔き小麦。Cf. HP 8.1.4.
12　Cf. Hdt. 4.74.
13　現行暦では 3月 14日から 4月 13日に当たる。
14　この語 κλη～μα は X. Oec. 19.8,9で用いられている。 κλη～μα の解釈については、AGA. 27参照。
15　Cf. Gp.3.2.2.
16　 Cf. [ Arist.] Περ ´ι φυτω～ν, 1.7.3. そこではザクロとなっている。肥料としての動物の糞尿については、HP 2.7.4を
見よ。

17　この方法については、HP 2.5.5; CP 3.12.1参照。この方法は一般に雨の多い地方で行なわれる。
18　クリの木が湿地を好むことについては、Gp. 2.8.4参照。
19　 ここで動詞 περισκάπτω が用いられているが、この作業は Op. 572で言及されている作業と同一のものと考え
られる。ヘシオドスでは名詞 σκάφοϛ が用いられているが、この語は Gp. 3.4.5でブドウの木の二度目の掘り
返しを言及する際に用いられている。ブドウの木の二度の掘り返しについては、公有地賃貸借に関する二つの
碑文 SIG3 963,vv. 8-11と IG Ⅱ2 1241,vv.20-21を見よ。そこでは共に、動詞 σκάπτω が用いられている。

20　Cf. CP 3.16.1.
21　ヘシオドスは「刈り鎌」を σίδηροϛ と呼んでいる。cf. Op. 387,573.
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用いないようにしていたので｡ 8．そして 3年生のブドウの取
カタストレシス

り木はこの月により適したものと

なる。9．この月に接ぎ木をする人は新芽が出る前にすべての樹木の接ぎ木をしなければならな

い、樹木がより多くの樹液を持っていると思われるときに、また気を配るべし、リンゴおよびナ

シの接ぎ木に用いられる木を用心深くまたしっかりと鋭利な鎌で切り取るように。というのはそ

れらの樹木自体とても薄い樹皮を持つから。それ故にある人々は鎌で切り取るというよりもむし

ろそれらを手で摘み取るのである。10．で、また播種の準備をする人々が休閑地の掘り起こしを

するのにふさわしい時期である22。というのはその時掘り起こされた土地はたくさんの雑
ボタネー

草を育

てず、またより砕けやすくなる。で､ それを一度しただけでは十分ではなく､ 二度､ できれば三

度23。1124．で、白コムギ、いわゆるシタニオン25を蒔くにふさわしい、また 黒
メラナテール

コムギを、また

アレクサンドリーノス 26と呼ばれる長コムギを、軽いまた日当たりのよい、山のまた窪みの多い、

砂地の乾燥した土地に､ 4月朔日の 9日以前の日27までに｡ 12．レプティティデスと呼ばれるオ

オムギを、以前コムギが蒔かれた土地に、蒔くべし。で、家の適当な場所にゴマ、ティペ 28、エ

ンマーコムギ、キビ、およびタ
カンナビオン

イマ 29の種を蒔くべし。13．で、蒔かれたものが穂を出したとき、

それらを除草すべし。というのは、このようにして作物はきれいで実り豊かなものとなろう。で、

また緑のキュティソスを刈り取るべし30。

第 4章　4月31に
　1． 4月になおオリーブを植樹することができる。で、このとき何よりもまずオリーブの木の

剪定をしなければならない、というのもオリーブは剪定されてよりよい実を作る。2．で、テオ

プラストスは言っている32、この月に挿
パッサロス

し木33用に切り取られたオリーブおよびザクロおよびギ

ンバイカの枝を、湿ったまた灌漑された場所に植えることができる､ と｡ 3．この月にわれわれ

はオリーブの木の接ぎ木や芽接ぎをする、また残りの樹木も適切な時期に。4．なおこの時期に

22　 休閑地の掘り起こしについては、Op. 462-3を見よ。そこで休閑地の掘り起こしは、二度、春と夏に行なわれ
たことを知る。同様のことが、Oec. 16.10-15にも見られる。

23　 休閑地のエピセットとして、「三度犂返された τρίπολοϛ」の語がホメーロスに二度（Il. 18. 541; Od. 5. 127）現
われる。

24　Cf. Les céréales, 11 et 11 n.7.
25　Cf. Plin. HN 18.70.
26　アレクサンドレイア種のコムギについては、HP 8.4.3参照。
27　現行暦では 4月 6日。
28　一粒コムギ Triticum monoccocumのこと。
29　Cf. Gp. 13.11.9.
30　Gp. 3.1.8に同じ記述がある。注 9を見よ。　
31　現行暦では 4月 14日から 5月 13日に当たる。
32　Cf. HP 2.1と CP 1.6を参照。
33　Cf. Gp. 3.3.5. ここですべての樹木が具体的に挙げられている。
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イチジク、およびクリの木、およびサクランボの木の芽接ぎが始められる。5．だがまた若いブ

ドウの木の二度目の掘
ス カ ポ ス

り返し34がこの月に実施されねばならない、また若いブドウの木を剪
アポテムネイン

定

するのに適している35。というのはそれらの切り口は今柔らかくなっているから。ある人々には、

というよりはむしろすべての昔の人々には、3年までブドウの木に鉄を使用しないことが良いと

思われている36。6．で、この月に、ニレの種を採取した人は、それを直ちに蒔かねばならない。

だがまた根付いたイチジクの木を今移植することができる、もしすでに芽を出しているならば。

第 5章　5月37に
　1． 5月にブドウの木を接ぎ木することはとても適切であるように思われる、発芽の前に。で、

一部の人々はブドウの収穫後にブドウの木を接ぎ木する。2．この月に我々はオリーブの木を剪

定する。この月にわれわれはブドウ酒を別の器に注ぐ。で、容器は満たされなければならない、

首のわずか下の所まで、息を詰まらせないように、そうではなく呼吸ができるように 38。3．こ

の月に、以前に述べたように 39、ブドウの木の接ぎ木が可能である。また茎
ステレコス

が出始めている時

でさえ、というのは樹液がねばねばした状態になるから。で、接ぎ木 40を、明らかに発芽する

はるか以前に、取って、また土の下にあるいは鉢
ケラモス

の中に注意深く入れて、われわれは監視する、

発芽しないように。4．この月にブドウの木の周りを掘り返さなければならない、また特に雨が

降らなくなるときに。というのも掘り返しは乾燥しているブドウの木に生命を吹き込むので、な

ぜならばそれに一息入れさせるので、また掘り起こされた土地が乾いたブドウの木をリフレッ

シュさせる。また苗床を掘り返すことは必要なことである。（で、それは以下の苗床、そこから

採られた植
ピュ タ

木を 2・3年後にわれわれは別の場所に移し替える。）5．この月に毎日夕方海綿に浸

した水で接ぎ木された樹木に水を撒く必要がある。6．ある人々はまたこの月に植樹をする、風

の強い吹き曝しの 41、明らかにまた極寒のまた多湿の、あるいはその他に灌漑可能な場所に。そ

してこの月の全期間ばかりでなく、6月の 13日 42までそれを彼らは行なう、すべての樹
ピュトン

木は芽

吹く前に植樹に適しているということが明らかなので。というのも一度芽吹いたものを生長させ

ることはできないであろう、唯一イチジクを除いて、もしある人々が芽吹いたブドウの木を植樹

するならば。7．なおこの月に施肥と除草のために蒔かれていたシロバナルピナスを掘り返すこ

34　注 19を見よ。
35　 ブドウの木の剪定については、Op. 570を見よ。ここで、「ツバメがやってくる前にブドウの剪定を行なう」よ
うに勧められている。剪定を示す語は περιτάμνω＝περιτέμνω である。

36　同様のことは、Gp. 3.3.7で言及されている。
37　現行暦では 5月 14日から 6月 13日に当たる。
38　言わんとすることは、密閉しないで、少し隙間を空けておくということ。
39　Cf. Gp. 3.5.1.
40　Cf. CP 1.6.8.
41　 原語は χειμερινόϛ 。意味は stormyであるが、この語は Thuc. 2.70において冬のポティダイアを表現するのに用
いられている。ポティダイアは北ギリシア、カルキディケー半島にある都市。

42　現行暦では 6月 26日。
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とは適切である。次に、15日 43より前に、それを切ること、ブドウの房が熟す前に、なお湿っ

ているものを、そして切り取られたものをわずかに腐らせよ。その後で、鋤き返すこと、切り

取られたシロバナルピナスが土で被われるまで、このようにしてすべての根が絶やされる44。8．

同じ月にまたわれわれはギ
ア グ ロ ー ス テ ィ ス

ョウギシバ 45が一面に蔓
はび こ

延っている土地を掘り返すだろう、そして

根こぎにされたすべてのギョウギシバを乾
ひ

上がるまでそのままにしておこう。月齢が 16日になっ

たら、われわれはそれらすべてをいっせいに土地から運び出そう、反感によってそれが再び蘇生

することがないように。9．壺を、それに甕
ピトス

からブドウ酒が移される、ハ
ス パ ル ト ン

ネガヤ 46で擦
こす

ってきれ

いにしなければならない、というのは 澱
トゥリュクス

が多くないだろうから、たとえ生じたとしても乾くこ

とはないだろうから、それはとりわけブドウ酒を害するもの。

第 6章　6月47に
　1． 6月に接ぎ木されたブドウの木の周りを掘り返さなければならない48、13日49以前に、でき

れば、2ないし 3度、5月の 15日50以前に始まっているので。すべての新芽の摘
ブラストロギア

み取 51はこの月

に行なわれるべし。2．今また若いブドウの木々の突起した新芽を除去すべし、もし何かが上の

部分で成長しているとすれば、というのは若いブドウの木は一つの芽で十分であると言われてい

るので。3．この月に成熟したツ
ア ナ デ ン ド ラ デ ス

ルブドウの木々の垂れ下っている、また実をつけていない若枝

を、切り取るべし。4．この月にイチジクの木々に野生のイチジクの実 52をわれわれは吊るすで

あろう。5．この月にわれわれはすべての樹木を接ぎ木しまた芽接ぎするでしょう、7月の 15日 53

までに、で、イチジクはその後に。で、また同じ月に周りを掘り起こされてそのままになってい

る樹木に盛り土をしなければならない。6．だが 13日54以前にア
カラモーン

シとヤナギの周りを掘り起こす

ことができる。なお庭にセロリ、不
アマラントン

凋花およびウスベニタチアオイを植える時である。7．同じ

月にいわゆるヤハズエンドウを刈ること、また草を、まだ緑色の時に、またそれを陰干しするこ

と、というのはこのようにしてそれは甘くなるだろうから。また刈り取り後、直ちに牧草地に散

43　現行暦では 5月 28日。
44　 緑肥としてのシロバナルピナスについては、さらに Gp. 3.10.8を見よ。マケドニアとテッサリア地方では、同
様の方法で、ソラマメが緑肥として用いられた。cf. HP 8.9.1; Plin. HN 18.120.

45　学名は Cynodon dactylon。 cf. HP 1.6.10.
46　これについては、Plin. HN 19.26-31; 24.65参照。
47　現行暦では 6月 14日から 7月 13日に当たる。
48　ここで用いられている動詞は、Gp. 3.3.6と同じ。注 19参照。
49　現行暦では 6月 26日。
50　現行暦では 5月 28日。
51　注 20参照。そこでは 3年生のブドウの木に関して動詞 βλαστολογέω が用いられている。
52　 原語は ’όλυνθοϛ と ε’ρινεóν である。ともに野生のイチジクの木ないし実を示す。前者については、HP 3.7.3を、
後者については、HP 2.2.4および HA 555b25を見よ。

53　現行暦では 7月 28日。
54　注 49参照。
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水すべし、そして新たに耕作すべし55。8． 7月朔日の 9日以前の日56から脱穀すべし57、という

のはこれらの日には雨も湿気も生じないので。

第 7章　挽
コ ン ド ロ ス

き割り麦作り
　1．エンマーコムギを脱穀し篩にかけて温水に投入せよ、そしてそれを絞ること。次に白い石

膏を砕いて目の細かい篩にかけよ、最も白いまた最も細かい砂の 4分の 1を石膏の部分と一緒に、

少しずつ、簸別済のエンマーコムギに混ぜよ。で、シリウス58の頃（土用）に作るべし、酸っぱ

くならないように。すべてが簸別された後で、密な篩で篩うべし。2．最初に篩にかけられた挽

き割りが最良のものとなる。その次に第二のものが、そして第三のものがより劣ったものとなる。

第 8章　挽
ト ラ ゴ ス

き割り麦作り
　いわゆるアレクサンドレイア種のコムギ 59を水に浸し脱穀して温かい日の中で乾燥させる、

次に再び同じことをする、コムギの膜と繊維質のものが剥がれ落ちるまで。上等のオリュラで作

られるトラゴスはこのようにして乾燥され蓄えられる。

第 9章　丸
プティサネー

麦作り
　水に浸されたオオムギが脱穀されまた日で乾かされる、次にこのようにして貯蔵される。それ

にその細かい粉が振り掛けられる、というのはそれがそれを保護するので。で、水はオオムギの

分量の 10分の 1でなければならない。で、すり潰されていない塩がそれに振り掛けられるならば、

虫に食われる60。コムギからもまた同様にして丸麦は作られる。

第 10章　7月61に
　1． 7月にブドウの木が掘り返されなければならない、第 2時62までと午後遅くまで、深くで

はなく。また雑草を集めること、とりわけギョウギシバを。で、また粉砕された土を均等化し一

つに均
なら

さなければならない、太陽が土の深い部分を照らすことのないように。2．で、また成熟

したブドウの木の地表面だけを浅く掘らねばならない、というのはとりわけば
コニオルトス

ら土 63がブドウ

55　原語は、ει’ϛ νειòν α’ρóσαι である。同一の表現は Gp. 3.11.8にも見られる。
56　現行暦では 7月 6日。
57　 脱穀については、Op. 597-599を見よ。脱穀は「はじめてオリオンの力が現われるそのとき」に「風通しのよ
い所で、きれいに丸く作られた脱穀場で（Op. 599）」行なわれる。オリオンが現われるのは 6月 20日頃。cf. 
Gp. 2.26.1, 5.

58　Cf. Gp. 1.8.
59　注 26参照。
60　原語は κóπτω の現在三人称単数受身形。同様の使い方は HP 8.11.5を見よ。
61　現行暦では 7月 14日から 8月 13日に当たる。
62　すなわち、8時。
63　Cf. HP 2.7.5.
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の房を熟させ粒を大きくするから。3．この月はすべての野生の雑草とイバラを切り取るのに適

している。4．この月にまた木を、急を要するならば、伐採することができる、明らかに月が沈

んで、大地の下に隠れたとき。5．さらにまた土地を耕すのに適している、ソ
キ ュ ア モ ス

ラマメあるいはラ

テュロス 64が収穫された土地を。というのは直ちにすべての土地を耕さねばならない、収穫後に、

土地が乾燥する前に。6．さらにまた葉
ピ ュ ッ ラ ス

の多い枝を家畜の飼育用に切って貯えておくことは有益

である。7．で、さらにこの月の 15日 65頃にある人はオ
プ テ リ ス

シダとス
ブートモス

ゲとイ
スコイノス

グサとアシを根こぎに

する。また花咲くシロバナルピナスをドクニンジンですり潰して、土の中に残された根の切り口

にあなたはそれを注ぎかけるであろう、というのはそれが根を干上がらせるから。8．で、もし

土地が根で満たされているならば、あなたはそこにシロバナルピナスを蒔くであろう、そして開

花したシロバナルピナスを切って、あなたは耕すであろう、それによって切られたものが土で覆

われるように 66、そして少量の肥料を上に撒いてあなたは放置するだろう。9．で、12日後にあ

なたは二度耕すだろう、またその土地に適したものを蒔くであろう、その種に少量のレ
パ ケ ー

ンズマメ

を混ぜて。

第 11章　8月67に
　1． 8月により温暖な場所で熟したブ

スタピュレー

ドウを摘み取ることは適切である、いまだ熟していない

ブドウの木の周りを軽く掘り返すこと、また同様にオリーブ畑を。また土塊を砕くこと、砂塵を

起こすように。というのは砂塵が果実に降りかかり、実をより早く熟させるので。2．そうした

理由で道沿いのオリーブやブドウの木 68は枝もたわわに実る、人々の往来によって立ち上る砂

塵のゆえに。で、唯一、地味の痩せた土地にあるブドウの木は掘り返してはならない、すっかり

土壌が干からびているので。というのはすぐに干からびる、土地が痩せているために根が浅いの

で。同月に接ぎ木されたものに海綿で水を振り撒かねばならない、太陽が沈んだとき。3．同月

に太陽の下で甕
ピトス

を乾かすこと、またブドウ酒を仕込む 20日前にピッチを塗りつけること。4．同

月に晩生のブドウの新芽を摘み取らねばならない、というのはその新芽の摘み取りが実を大きく

しよりよいものにするし、より早く熟させる。5．で、若いかつ実り多いブドウの木においては、

さらに果実のあるものまでも取り去らねばならない、若枝がか細くならないように、また果実が

不良にならないように。なお保存用にブドウを摘み取るときは熟したブドウを摘み取らねばなら

ない。6．またより温暖な場所において乾燥しているイチジクを今や捥
も

ぐ時期である、なおまた

穴を準備する時期である、その穴にわれわれは秋にオリーブを植えるであろう 69、あるいはまた

64　豆の一種。cf. HP 8.3.1-2.
65　現行暦では 7月 28日。
66　注 44参照。
67　現行暦では 8月 14日から 9月 13日に当たる。
68　同様の理由から、オリーブの植樹に関して、道沿いに穴を掘ることが勧められている。cf. Oec. 19.13.
69　 オリーブ植樹用の穴の深さはブドウの場合と比べて比較的深く掘られた。cf. Oec. 19.13. Gp. 9.6.4に拠れば、穴
の深さは 3ペーキュスあるいは 2.5ペーキュス以上とされる。ペーキュスは中指の先から肘までの長さを言う、
つまり 44.4cm。
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何か別の樹木を。7．で、また同月に常々散水されている牧草育む土地にわれわれは散水するで

あろう､ またもう一度われわれはオシダを切るであろう、またイグサを、またアシを、またスゲ

を。8．で､ われわれは新たに耕作するであろう 70､ 固くかつ重いかつ肥沃な土地を｡ また山地

の､ 寒い気候の、北向きの日陰地を、深く掘りなす犂で、あるいは鶴嘴 71を用いて耕作すべし。9．

9月朔日の 9日以前の日 72まで脱穀することができる 73、というのはこれらの日には雨も湿気も

生じないので。

第 12章　9月 74に
　1． 9月に印をつけなければならない、実り多きブドウの木とそうでない木とを、一方を剪定

のため、他方を接ぎ木するために。で、印はオリーブ油とタールを混ぜ合わせて作る。2．その

月にブドウの房を保存するのに用いる籾殻とプラタナスの葉を、日に当てて、乾燥させねばなら

ない。3．さらにまた今やクルミを振り落とすのに適している、また乾かして貯蔵するのに。4．

10月朔日の 6日以前の日 75まで播種は危険を伴う。というのはもし旱魃が起これば、種は駄目

になるので。5．で、10月朔日の 5日前の日76からシロバナルピナスの種を蒔くこと、というの

はそれは雨を欲しがらないので。6．根と低木の草
ポア

で満たされた 77、地味の痩せた土地を、9月

の 13日 78後に雨が降ったら、施肥のためにすぐに耕して肥しを与えよ。

第 13章　10月79に
　1．また 10月にブドウを収穫するのは適切である。というのは一方で最初に収穫されたブドウ

はブドウ酒をより大量のものにし、で、2番目のものはより良いものにし、第 3のものはより甘

くする。2．で、この月に秋分と最初の雨のあとある人々は植樹する、プレーイアデスが沈むま

で。で、11月の 7日 80頃からプレーイアデスは沈み始める。3．同月にブドウの木の根元に丸い

溝を掘ることは適切である、また根の周りに灰
あ く

汁 81あるいは乾燥灰あるいは人の古い尿あるい

はブドウ酒の澱あるいは籾殻を置くことも。4．この月にアーモンドの木、サクランボの木、イ

チジクの木を接ぎ木すべきである。で、また果樹園にオリーブの木、アーモンドの木、サクラン

ボの木およびすべての実をつける樹木、また楡
プテレアー

や白
レウケー

楊やマンナトネリコやマツやモミの木を植

70　注 55参照。
71　原語は δίκελλα 。cf. Ar. Pax, 570; CP 3.20.8.
72　現行暦では 9月 7日に当たる。
73　Cf. Gp. 3.6.8. 注 57参照。
74　現行暦では 9月 14日から 10月 13日に当たる。
75　現行暦では 10月 9日に当たる。
76　現行暦では 10月 10日に当たる。
77　Gp. 3.1.9に同一の表現がある。
78　現行暦では 9月 26日に当たる。
79　現行暦では 10月 14日から 11月 13日に当たる。
80　現行暦では 11月 20日に当たる。
81　στακτήν κινίαν と読む。
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樹することができる。で、今イチジクの木を決して植えてはならない。なおまたすべての樹木の

種を蒔くのに適している。5．で、同月にまた未熟なオリーブの実で作られるオイルをわれわれ

は準備し始める、未熟なオリーブの実を集めて。6．同月に寒冷地にあるシトロンの木をわれわ

れは覆うであろう。で、その幹をセイヨウカボチャの葉でわれわれは覆うであろう、またセイヨ

ウカボチャの焼かれた灰を根の周りに掛けよう。7．この月にブドウの剪定を始めることはより

良いことである、またブドウの収穫後土地を掘り返すことは、収穫者によって踏まれ解
ほぐ

された土

地が、容易に根まで秋の雨を吸収するように。しかしまた雑草は大気の故により少なくなるであ

ろう、すべての根が以前に切り取られており、また霜によって破壊されているので。8．で、ま

た冬の間保存されるリンゴを捥ぐこと、またよりよい香りの木々のおがくずの中に貯蔵しなけれ

ばならない。で、同様にまたそのほかの果実 82を。で、なおまた沼地のアスパラガスを今や剪

定すべし。9．この月に種蒔きの多くが始まる。で、もし 14日後に雨が降るならば、蒔かれた種

は実り多きものになろう。で、もし雨が降らなければ、種は損なわれないであろう。10．しかる

に 10月朔日以前に種を蒔くことは適切ではない。で、冠座 83の出 84と入りを監視すべきである。

というのはその時期に蒔かれた種は非常に有益であるので。

第 14章　11月 85に

　11月に最初の雨のあとブドウの木を植えなければならない、より暖かいあるいは乾燥した地

域に。で、ある人々はその時より暖かい地域で剪定を行なう。で、一般的に秋の剪定は根と若枝

をより元気なものにする、で、春の剪定は実りをより大量にする。

第 15章　12月 86に
　1． 12月にもブドウの木を植えることができる。2． 11月と 12月に発酵終了後ブドウ汁を浄化

しなければならない、甕の首のあたりの汚物と泡を内部から取り除かなければならない、引き上

げ用の草で、あるいはきれいな手で。3． 12月と 11月に早々に花が咲いているすべての樹木の

吸
モスケウマ

根を植えかつ接ぎ木することはよいことである、また建材用の木々を伐採することも、月が沈

んで大地の下にあるとき。4．さらに若いブドウの木と成熟したブドウの木の周りの掘り起こし

をしなければならない、で、また成熟したブドウの木に下肥を施さねばならない、というのは若

いブドウの木に肥しを掛けるのは不必要なので。5．さらにまた果実の摘み取りのあとでオリー

ブの木を剪定することは時節に適っている、というのは若枝から果実がより豊かに実るであろう

82　原語は ο’πώρα 。7月の下旬から初秋にかけての季節に実る果実。
83　Gp. 1.9を見よ。
84　それは 10月 24日頃昇り始める。
85　現行暦では 11月 14日から 12月 13日に当たる。
86　現行暦では 12月 14日から 1月 13日に当たる。
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から。6．しかるにまた木の周りを掘り起こすことは時節に適っている、オリーブの木を、また

別の樹木を、また虚弱な樹木にヤギの肥しの十分な量を施すことは、あるいはオリーブの搾り糟

の 20コテュレー 87を。7．さらにまたクリの木立を植えることは相応しい、しかるにまたソラ

マメを蒔くのは時節に適っている。

略記

RE     Pauly/ Wissowa/ Kroll, Real-Encyclopädie der classischen Altertumswissenschaft, Sttutgart.

AGA   S.Isager & J.E.Skydsgaard, Ancient Greek Agriculture: An Introduction, London, 1992.

Les Céréales      A.Jardé, Les Céréales dans l'antiquité grecque, Paris, 1925.

その他の古典史料および碑文史料の略記については、原則として、LSJ, A Greek-English Lexicon9

に従う。

87　1コテュレーは 0.2736ℓ。


